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令和５年陸別町議会３月定例会会議録（第３号） 

 招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

 開 閉 会 日 時

及 び 宣 告

開会 令和５年３月９日　午前10時00分 議　長  本　田　　　学

 延会 令和５年３月９日　午後１時52分 議　長  本　田　　　学

 応（不応）招議
員及び出席並
び に 欠 席 議員

議席 
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議席 
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 出席　　　６人 
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 ▲ 欠席を示す 
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．▲〇 公務欠席を示す

１ 中 村 佳 代 子 ○

 ２ 三 輪 隼 平 ○

 ３ 久 保 広 幸 ○

 ４ 谷 　 郁 司 ○

 ６ 多 胡 裕 司 ▲

 ７ 渡 辺 三 義 ○

 ８ 本 田 　 学 ○

 会議録署名議員 　　三 輪 隼 平 　　久 保 広 幸

 職務のため議場に

出席した者の職氏名

事務局長 

　　　　　　　　庄　野　勝　政

主任主査 

　　　　　　　竹　島　美 登 里

 法第１２１条の規定 

により出席した者の 

職氏名　　　　　

町　　　　　長 野　尻　秀　隆 教　　育　　長 有　田　勝　彦

 

 

 町長の委任を受けて 

出席した者の職氏名 

 

 

 

副 町 長 早　坂　政　志 会 計 管 理 者 丹 野 景 広

 総 務 課 長 今 村 保 広 町 民 課 長 棟 方 勝 則

 産 業 振興 課 長 丹 崎 秀 幸 建 設 課 長 清 水 光 明

 保健福祉センター次長 空 井 猛 壽 国保関寛斎診療所事務長 ( 空 井 猛 壽 )

 総 務 課 参 事 瀧 澤 　 徹 総 務 課 主 幹 請　川　義　浩

 

 教育長の委任を受けて 

出席した者の職氏名

教 委 次 長 副 島 俊 樹

 

 農業委員会会長の委任を

受けて出席した者の職氏名

農 委 事務 局 長 瀧　口　和　雄

 

 選挙管理委員会委員長の

委任を受けて出席した

者の職氏名　　　

 

 

 議 事 日 程 別紙のとおり

 会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

 会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程 

 

◎会議に付した事件 

　議事日程のとおり 

 日程 議　案　番　号 件　　　　　　　　　　名

 １ 会議録署名議員の指名

 ２ 議 案 第 １ ８ 号 令和５年度陸別町一般会計予算

 ３ 議 案 第 １ ９ 号 令和５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

  
４ 

 
議 案 第 ２ ０ 号 

令和５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 
 

予算

 ５ 議 案 第 ２ １ 号 令和５年度陸別町簡易水道事業特別会計予算

 ６ 議 案 第 ２ ２ 号 令和５年度陸別町公共下水道事業特別会計予算

 ７ 議 案 第 ２ ３ 号 令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

  
８

 
議 案 第 ２ ４ 号

 
令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算



― 3 ― 

開議　午前１０時００分 

○議長（本田　学君）　多胡議員より欠席する旨、届出がありました。 

　多胡農業委員会長、飯尾代表監査委員より、欠席する旨の報告がありました。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、２番三輪議員、３番久保議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　議案第１８号令和５年度陸別町一般会計予算 

◎日程第３　議案第１９号令和５年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計予算 

◎日程第４　議案第２０号令和５年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計予算 

◎日程第５　議案第２１号令和５年度陸別町簡易水道事業特別会計 

予算 

◎日程第６　議案第２２号令和５年度陸別町公共下水道事業特別会 

計予算 

◎日程第７　議案第２３号令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計予算 

◎日程第８　議案第２４号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第２　議案第１８号令和５年度陸別町一般会計予算から日

程第８　議案第２４号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１８号令和５年度陸別町一般会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４９億３,４２０万９,０００円と定めるもの

であります。 

　続きまして、議案第１９号令和５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です
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が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億５,６７３万３,０００円と定めるも

のであります。 

　続きまして、議案第２０号令和５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算ですが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億３,２７５万円と定めるもの

であります。 

　続きまして、議案第２１号令和５年度陸別町簡易水道事業特別会計予算ですが、歳入

歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７,６７９万１,０００円と定めるものであり

ます。 

　続きまして、議案第２２号令和５年度陸別町公共下水道事業特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３,０５１万１,０００円と定めるものであ

ります。 

　続きまして、議案第２３号令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億８,３２７万６,０００円と定めるもので

あります。 

　続きまして、議案第２４号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５,０６５万６,０００円と定めるものでありま

す。 

　以上、議案第１８号から議案第２４号まで、７件を一括して提案させていただきま

す。 

　内容につきましては、副町長から説明を申し上げますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　それでは、私のほうから議案第１８号から議案第２４号まで

一括して説明をさせていただきます。長時間の説明となると思いますが、よろしくお願

いいたします。 

　まず、説明に当たりまして、初めに、全会計共通の留意事項について申し上げます。 

　令和５年度の当初予算は、御承知のとおり骨格予算として編成をしておりますので、

継続事業や一部の事業を除きまして、政策的な判断が必要と思われる事業の予算は計上

しておりません。 

　次に、人件費の関係でありますが、特別職、一般職、会計年度任用職員の人件費の資

料としまして、各会計の歳出の事項別明細書の次に、前年度当初予算と比較した給与費

明細書をつけておりますので、こちらを御覧いただきたいと思います。 

　また、議案説明書、資料ナンバー５７には、科目別職員数調べをつけておりますの

で、各科目ごとの説明につきましては、これらを含めまして説明を省略させていただき

ます。 

　各資料につきましては、後ほど御覧いただきたいと思います。 
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　次に、昨年１２月分から値上げとなりました電気料金の関係でありますが、令和４年

度当初予算と比較しますと、一般会計で約１,８００万円、全会計では約２,３００万円

ほど増額となっており、ほぼ全ての科目の１０節需用費、光熱水費の中で増額となって

おります。こちらは経常的な経費でありますので、それぞれの説明は省略をさせていた

だきます。 

　これらを踏まえまして、科目の節において、金額は違いますが、例年と同じ内容で計

上しているものにつきましては、例年同様の計上と説明をさせていただき、新規事業、

大型事業、主要事業を中心に説明をさせていただきますので、あらかじめ御了承いただ

きたいと思います。 

　それでは、初めに、本年度予算の総括について説明をいたしますので、議案説明書、

資料ナンバー１７の令和５年度陸別町予算総括表を御覧ください。 

　新年度は、前年度の当初予算額と比較しますと、一般会計は１億１,８８７万９,００

０円の増額でありますが、特別会計も合わせました全会計では４,５７６万円の減額とな

りました。資料にはありませんが、一般会計の経常経費は２５億６,９９２万６,０００

円でありまして、前年度より４,１２１万６,０００円の減、一方、臨時経費、投資的経

費は２３億６,４２８万３,０００円で、１億６,００９万５,０００円の増となっており

ます。一般会計の前年度との比較では、地方交付税が２,２８３万３,０００円の減、基

金繰入金が１７８万３,０００円の増、地方債は１億９,９４２万５,０００円の増とし

て、収支のバランスを取っているところであります。 

　当初予算に関わります全体の資料としましては、議案説明書、資料ナンバー１８に地

方交付税の状況、資料ナンバー１９に過疎対策事業の過疎地域持続的発展特別事業、い

わゆる過疎ソフトの一覧表、資料ナンバー２に、令和３年度末現在額から令和５年度

は、予算計上額による現在額までを記載しました基金別積立金の状況がありますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

　それでは、これより議案の説明に入らせていただきます。 

　議案書、一般会計予算、１ページをお開きください。 

　議案第１８号令和５年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　債務負担行為。 

　第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事項、期

間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

　地方債。 

　第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 
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　一時借入金。 

　第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は１０億円と定める。 

　歳出予算の流用。 

　第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

　第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明いたします。予算書３９ページをお

開きください。 

　３９ページは、３、歳出から款ごとに説明をしてまいります。 

　１款１項１目議会費５,５１８万１,０００円の予算計上は、前年比３９８万６,０００

円の増で、これは主に、現在欠員１名の議員数から選挙後１名増の定数８名分の報酬、

手当等の計上によるものであります。 

　続きまして、４１ページをお開きください。 

　２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億３,５０５万６,０００円の計上は、前

年比２,９０８万７,０００円の減で、これは主に前年度予算の３節の退職手当組合費に

おきまして、令和元年度から令和３年度までの精算金の計上によるもので、このほかの

節の内容につきましては、例年同様の計上であります。 

　次に、４５ページをお開きください。 

　４５ページの１８節の北海道自治体情報システム協議会への負担金につきましては、

議案説明書、資料ナンバー２０に、全会計分の北海道自治体情報システム協議会負担金

の内訳をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次に、２目文書広報費１,０５５万９,０００円の計上は、前年比１８１万５,０００円

の増で、４６ページの１０節の消耗品費１７万８,０００円の中には、国の人権啓発活動

委託金を利用しまして、人権の花運動のための花の苗購入代１０万円を計上しておりま

す。 

　なお、その他の節の内容につきましては、例年同様の計上であります。 

　４７ページに移りまして、３目財政管理費６９万３,０００円は、予算書の印刷で前年

同様の計上。 

　４目会計管理費２１８万７,０００円の計上は、前年より１１６万６,０００円の減

で、これは、公金の口座振込の増などによりまして、窓口での取扱件数が非常に少なく

なったため、令和５年度から信金の派出事務を廃止することとしたためであります。 

　なお、１７節の事務用備品１万５,０００円につきましては、出納課で使用する手提げ

金庫の更新であります。 

　５目財産管理費は３億８５４万６,０００円、前年比３,８１４万９,０００円の増額の
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計上であります。この目では、主に財産関係の管理経費を計上しておりまして、総務課

関係では、役場庁舎、福祉館、公用車、りくべつ鉄道などの維持管理や公共施設の除排

雪、基金積立てなど、町民課関係では、地積図、テレビ中継局、光ケーブル通信管理な

ど、教育委員会関係では、タウンホールの維持管理などの計上となっております。 

　本年度の主な事業内容について説明をさせていただきます。４９ページを御覧くださ

い。 

　４９ページの１２節であります。４９ページの上から五つ目、アスベスト含有調査６

０万５,０００円につきましては、平成７年に供用開始しました産業振興住宅、いわゆる

ルナコートの老朽化に伴うもので、２７年以上が経過しまして、施設全体の改修計画を

立てるに当たりまして、事前にアスベストの調査を行おうとするものであります。 

　続きまして、５０ページをお開きください。 

　１３節の一つ前の設備改修につきましては１,５９５万円で、タウンホールの音響設備

の更新です。令和４年度から２か年で実施の令和５年度が２年目となります。議案説明

書、資料ナンバー２１に、年度ごとの更新、改修機器等を掲載しておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

　次のページ、５１ページに移りまして、１４節の庁舎改修１億４,３３３万７,０００

円につきましては、役場庁舎の衛生器具、給排水設備等の更新工事であります。役場庁

舎の１階から３階まで、全面に及び図面に落とすと非常に分かりにくくなりますので、

図面を今回は御用意しておりません。工事概要について口頭で説明をさせていただきま

す。 

　役場庁舎内のパネルヒーターの更新が６８台、衛生器具は、トイレの大・小便器、洗

面・手洗いなど５２組、照明器具のＬＥＤ化が２８個、給水、給湯、排水、暖房などの

配管の更新が２,５５１.５メートルなどであります。冬が来る前に工事を完了する必要

がありますので、この件につきましては当初予算で計上させていただきました。 

　なお、５０ページの上から二つ目に、この工事に係ります工事監理業務の委託料２７

８万３,０００円を計上しております。 

　次、２２節は、昨年購入しました公用車の備荒資金組合への譲渡事業償還金１００万

４,０００円であります。 

　２４節は各基金の利子積立ての予算を計上しております。そのうち、いきいき産業支

援基金には、優良家畜導入支援事業貸付金の約定償還金２,９１４万２,０００円、森林

環境譲与税基金積立金には、今年度交付見込みの森林環境譲与税３,１５９万８,０００

円を加えて計上しております。 

　なお、議案説明書、資料ナンバー２に基金別積立金の状況がありますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。 

　続きまして、５２ページをお開きください。 

　６目町有林野管理費は３,３３４万９,０００円、前年比６８８万６,０００円の減額の
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計上であります。町有林の森林環境保全整備は、森林組合と後年度の植栽量等を勘案し

まして、協議をしながら事業を進めているところでありますが、新年度は植栽、下刈

り、間伐等４９.６７ヘクタール、単独造林で地ごしらえ０.７ヘクタール、野ネズミ駆

除３８１.９８ヘクタールを予定しております。議案説明書、資料ナンバー２２に町有林

野管理事業収支一覧表、それから、実施箇所位置図がありますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。この目につきましては、５２ページの１節から５４ページの２６節

まで、前年同様の計上であります。 

　５４ページをお開きください。 

　７目企画費４,６７５万７,０００円の計上は、前年比３,４２５万８,０００円の減

で、この目では、移住体験住宅、定住促進住宅、移住産業研修センターなどの管理経費

や、ふるさと納税促進事業、地域交通関連の補助など、まちづくり関係の予算を計上し

ておりますが、政策的な事業でありますまちづくり補助金、移住・定住促進住宅建設費

補助金、民間活用住宅建設費補助金などは計上しておりません。 

　次の５５ページに移りまして、１２節のふるさと納税業務委託につきましては６５０

件を見込んでおります。 

　次に、５７ページを御覧ください。 

　５７ページの１８節の１行目に記載しておりますデジタル田園都市国家構想交付金事

業負担金でありますが、昨年まで地方創生推進交付金事業負担金として計上しておりま

した。ＵＩＪターン新規就労支援事業と交通ネットワークを活用した地域活性化交流推

進事業の二つの連携事業への負担金１５０万円の計上であります。一つ飛ばしまして、

通学定期差額補助事業は、高校生の通学定期購入に係る補助で、１９人名分、６０８万

５,０００円の計上。補助金では、景観形成事業、１０件で５００万円、昨年から開始し

ました地域内交通対策事業１,６６８万４,０００円の計上。交付金では、地域間バス利

用促進事業で１,３５２件分を見込みまして、２５７万８,０００円の計上であります。 

　次に、５８ページをお開きください。 

　８目公平委員会費２万３,０００円は前年同額。９目交通安全対策費１１６万３,００

０円の計上は、前年比３万６,０００円の増。１０目諸費３５１万円の計上は、前年比４

万円の増で、いずれも例年同様の計上であります。 

　６０ページをお開きください。 

　１１目交流センター管理費３,８６０万８,０００円の計上は、前年比１４７万８,００

０円の増で、１１節の食品衛生法営業許可申請と食品衛生賠償保険は、オーロラハウス

におけます営業許可の更新に係る費用であります。施設全体の管理運営経費としまし

て、議案説明書、資料ナンバー２３にふるさと交流センター運営事業の一覧があります

ので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　なお、オーロラハウスの宿泊者は４,２８９名を見込みでおります。その他、６０ペー

ジの１０節から６１ページの１３節まで、例年同様の計上となっております。 
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　次に、６１ページに移りまして、１２目銀河の森管理費７,７６７万７,０００円の計

上でありますが、前年比１６９万９,０００円の減で、これは主に前年度の天文台展示室

のパネルの照明、ＬＥＤ化の工事や天文台用の望遠鏡やドライボックス、券売機等の備

品購入費の計上によるものであります。 

　次に、６３ページを御覧ください。 

　６３ページの１２節の施設設備等改修６３万３,０００円でありますが、天文台の浄化

槽のブロワーポンプの交換であります。 

　次に、６４ページを御覧ください。 

　６４ページの上から二つ目、電算用通信機器設置設定１２７万６,０００円であります

が、銀河の森専用水道の遠方監視データ通信の光回線化、１２節最後の天文台設備改修

５８万２,０００円は、大型望遠鏡ドームトロリの交換費用の計上となっております。議

案説明書、資料ナンバー２４に銀河の森天文台コテージ、森の管理、専用水道の委託料

の内訳をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次に、６５ページに移りまして、１３目地域活性化推進費８４２万８,０００円の計上

は、前年比３４９万円の減で、これは主に前年度の地域支え合い推進員募集のための予

算計上によるものであります。令和５年度につきましては、ミネラルウォーター開発事

業２１０万９,０００円、薬用植物研究事業９６万５,０００円、商工観光推進事業５３

５万４,０００円の計上であります。 

　なお、地域おこし協力隊、商工観光推進員の雇用につきましては、国の通知に基づき

まして、本人の了承の下、２年間延長することとなっております。 

　次に、６６ページをお開きください。 

　６６ページの１１節の下から三つ目になります。商標登録４万９,０００円は、陸別百

恋水の登録更新に係る印紙代で、１２節のミネラルウォーター製造１９７万３,０００円

は、１万５,０００本の製造であります。 

　続きまして、６７ページに移りまして、２項徴税費１目税務総務費２,００３万９,０

００円の計上は、前年比３２１万９,０００円の減で、職員人件費は前年度より減額であ

りますが、例年同様の計上となっております。 

　次に、６８ページをお開きください。 

　２目賦課徴収費３６６万８,０００円の計上は、前年比２１７万２,０００円の減で、

これは主に前年度の宅地鑑定評価と償却資産移動データ入力の計上によるもので、その

他の８節から６９ページの１８節まで、例年同様の計上であります。 

　なお、１８節の十勝圏複合事務組合につきましては、税滞納整理機構への負担金２２

万５,０００円でありまして、新年度におきましては引継者はおりません。 

　次、７０ページをお開きください。 

　３項１目戸籍住民基本台帳費３,１３４万５,０００円の計上は、前年比２００万１,０

００円の減で、主に人件費の増額であります。 
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　次のページ、７１ページに移りまして、１８節の北海道自治体情報システム協議会の

負担金には、令和６年度から戸籍に仮名を振る作業が始まるためのシステム等の改修

で、新たに８９２万１,０００円を計上しております。 

　次の４項選挙費１目選挙管理委員会費７７８万７,０００円の計上は、前年比１６万円

の増で、１節から７２ページの１８節まで例年同様の計上であります。 

　次に、７３ページを御覧ください。 

　２目知事道議会議員選挙費３０８万５,０００円の計上は、前年比９万４,０００円の

減であります。選挙の準備のために、令和４年度におきましても所要の経費を計上して

おりますが、北海道の選挙のため、道の基準に基づきます道の委託金の収入も計上して

おります。 

　次、７４ページをお開きください。 

　３目町長町議会議員選挙費は１,５４１万５,０００円の計上で、４月の統一地方選挙

に必要な経費を計上しております。 

　次に、７５ページの最後のところになりますが、昨年度執行されました参議院議員選

挙費は廃目となります。 

　７６ページをお開きください。 

　５項統計調査費１目指定統計調査費は１６万４,０００円、前年比４万９,０００円の

増額の計上であります。新年度の調査は、住宅土地統計調査、経済センサス、教育統計

調査となっておりまして、同額の道委託金が交付されます。 

　６項１目監査委員費２３４万７,０００円の計上は、前年比４万円の増で、例年同様の

計上であります。 

　次の７７ページに移りまして、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費は４億

８３５万７,０００円、前年比１,０６２万４,０００円の増額の予算計上であります。 

　７９ページを御覧ください。 

　７９ページの一番下、１２節の計画策定等４７１万９,０００円につきましては、障害

福祉計画の策定で、令和６年度から新たな計画年度となるため、今年度中に策定をする

ものであります。 

　次に、８０ページをお開きください。 

　上から二つ目のひきこもり支援推進事業５２万３,０００円には、町内にいるひきこも

りの方の調査、相談について、社会福祉協議会の委託により実施しようとするものであ

ります。次に、１８節の社会福祉協議会の補助金でありますが、法人運営費、患者移送

サービス事業、訪問介護事業を合わせまして３,７１０万８,０００円、前年比２６３万

４,０００円の増で、議案説明書、資料ナンバー２５に社会福祉協議会補助金算定内訳書

がありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次の８１ページに移りまして、１９節の給付費、地域生活給付費から相談支援給付費

までは、合わせまして１億７,２２３万５,０００円で、加算項目の新設などによりまし
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て、前年より７０２万７,０００円の増となっております。２７節は、国民健康保険事業

勘定特別会計への繰出金２,９３４万円で、前年より１９万２,０００円の減。次の８２

ページに移りまして、介護保険事業勘定特別会計への繰出金は４,９７４万９,０００円

で、前年より１８５万３,０００円の増となっております。 

　次に、２目老人福祉費４億１,５８２万円は、前年比３億３,４７１万円の増額の計上

であります。まず、７節の敬老祝い金１０２万円につきましては、７７歳の喜寿が３４

名、８８歳の米寿が１６名、１００歳の長寿が２名分の計上であります。 

　続きまして、８４ページをお開きください。 

　８４ページの１３節の老人緊急通報システム借上料１２９万８,０００円は、２２台分

の計上。１７節の管理用備品は、高齢者交流センター用消火器の更新３万３,０００円。 

　次の８５ページに移りまして、１８節の補助金、介護サービス利用者負担軽減事業２

６３万５,０００円は、特別養護老人ホームなどの利用者のため、国、道の補助を受けて

負担軽減措置を新たに設けようとするものであります。 

　議案説明書、資料ナンバー２６を御覧ください。 

　資料ナンバー２６は、社会福祉法人等による利用者負担額軽減制度の概要を掲載して

おります。社会福祉法人または市町村が経営する社会福祉事業体は、その社会的役割の

一環として、事業所、施設所在地の都道府県知事、市町村長に申し出て、生計が困難な

低所得者の利用負担軽減に取り組むことができます。対象者は、市町村民税世帯非課

税、単身世帯で年収１５０万円以下など、市町村が生計困難と認めた方となります。軽

減につきましては、１割負担と食費、居住費等の４分の１が原則で、市町村が利用者の

状況に応じ個別に決定いたします。ただし、全額免除は行われず、その他の日常生活費

は軽減対象とはなりません。本制度の財源につきましては、国が２分の１、道が４分の

１、町が４分の１となります。 

　なお、次のページの２６－２の表に詳細を掲載しておりますので、内容について後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

　それでは、議案説明資料３５ページのほうにお戻りください。 

　次の特別養護老人ホーム建替事業３億３,６０６万８,０００円は、建設事業費の補助

３億３,５００万円と借入れに係る償還費補助１０６万８,０００円の計上であります。

次のデイサービス運営事業２,４１８万円は、議案説明書、資料ナンバー３にデイサービ

スセンター運営費補助金の資料としまして、令和４年度の補正と新年度分の表をつけて

おりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　１９節の老人福祉入所措置費は２３０万円で、１名分の計上であります。 

　３目後期高齢者医療費４,８３３万円の計上は、前年比１１９万円の減で、１８節の北

海道後期高齢者医療広域連合への負担金は３,１４５万５,０００円で、前年より６８万

８,０００円の減。２７節は、後期高齢者医療特別会計への繰出金１,６８７万５,０００

円で、前年より５０万４,０００円の減額の計上であります。 
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　８６ページをお開きください。 

　２項児童福祉費１目児童福祉総務費１,３０５万４,０００円の計上は、前年比１４３

万８,０００円の増で、さきの令和４年度の補正予算にも計上いたしました１９節の出

産・子育て応援事業１２０万円が主な増となっております。そのほかは例年同様の計上

であります。 

　なお、出産・子育て応援事業の内容につきましては、令和４年度の補正予算の際に説

明をしておりますので、説明は省略させていただきます。議案説明書、資料ナンバー４

を後ほど御確認いただきたいと思います。 

　次の８７ページに移りまして、２目児童福祉施設費８,４１６万９,０００円の計上

は、前年比８５８万８,０００円の増で、主に人件費の増。そのほかにつきましては例年

同様の計上となっております。 

　飛びまして、９０ページをお開きください。 

　９０ページの１７節の管理用備品につきましては、陸別保育所用の消火器の更新７万

７,０００円であります。 

　３目児童措置費２,２２６万円の計上は、前年より１２６万円の減で、１９節は児童手

当で、対象者１６５名分の計上であります。 

　９１ページに移りまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費５,３７４万

３,０００円の計上は、前年比１７９万３,０００円の減で、主に人件費の減のほか、例

年同様の計上であります。 

　次に、９３ページのほうを御覧ください。 

　２目保健衛生施設費３,１６７万５,０００円の計上は、前年比３,９１５万６,０００

円の減で、これは主に前年度に屋上防水改修工事の計上によるものであります。 

　次の９４ページをお開きください。 

　１２節のうち三つ目の施設設備改修１６５万円でありますが、このうち１３２万円

を、職員の増員に伴い手狭となった社会福祉協議会の事務室の拡幅のためのパーテー

ションの改修費用として計上しております。 

　議案説明書、資料ナンバー２７に保健センター改修事業をつけておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

　次のページに移りまして、３目予防費は１,８９５万７,０００円、前年比１,５２０万

５,０００円の減額の計上であります。 

　９６ページのほうを御覧ください。 

　この主な減額の要因としましては、１２節委託料のうち、各種健診事業８４７万５,０

００円には、母子保健事業、成人保健事業、風疹追加対策事業が含まれておりまして、

前年より６３万７,０００円の減額。各種予防接種は５７０万４,０００円で、前年より

２１８万９,０００円の減額。新型コロナワクチン接種は、窓口相談業務などを合わせま

して、前年より１,２５８万円の減額となっております。 
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　なお、議案説明書、資料ナンバー２８から３０に、母子保健事業一覧、成人保健事業

一覧、予防接種事業一覧がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　９７ページに移りまして、４目環境衛生費４２１万６,０００円は、前年より４万円の

減で、例年同様の計上であります。 

　次に、９８ページをお開きください。 

　９８ページの５目診療所費は１億８,４２８万１,０００円の計上で、前年比４００万

１,０００円の増です。これは、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金と

なっております。 

　２項清掃費１目清掃総務費５３３万３,０００円の計上は、前年比２４万円の増で、例

年同様の計上。 

　９９ページに移りまして、２目塵芥処理費７,４７６万１,０００円の計上は、前年比

１４２万円の減で、こちらも例年同様の計上となっております。 

　次に、１００ページをお開きください。 

　３項水道費１目専用水道費１,０１９万５,０００円の計上は、前年比３４１万５,００

０円の減で、この目は、小利別地区専用水道に係る管理運営費を計上しておりますが、

前年度の小利別地区専用水道の長寿命化・防災減災計画に基づく機器更新工事７００万

円の計上が主な減額の要因であります。 

　次のページを御覧ください。 

　新年度では、１２節の一番下の専用水道台帳整備４９５万円を新たに計上しておりま

す。１７節の管理用備品につきましては、水道メーターの購入９戸分で３４万６,０００

円の計上。その他は例年同様の計上であります。 

　続きまして、１０２ページをお開きください。 

　２目水道費１億１,３３４万３,０００円の計上は、前年比１,５７７万円の減で、これ

は簡易水道事業特別会計への繰出金であります。 

　続きまして、５款労働費１項１目労働諸費２９万５,０００円の計上は、前年比６９万

８,０００円の減で、令和４年度まで会計年度任用職員を雇用し行ってきましたラコーム

通りの管理作業関係につきましては、８款土木費の道路維持管理費の業務委託により実

施することといたしましたので、この科目から減額となっております。 

　なお、１８節の負担金、補助金は例年同様の計上であります。 

　２目雇用再生対策費は７５６万円、前年比２８４万円の減額の計上で、地元雇用促進

事業は、令和４年度の新規雇用者１４名分、令和５年度の新規雇用者７名分でありま

す。 

　次の緊急雇用対策費は、政策的な事業であるため、当初予算では廃目としておりま

す。 

　１０３ページに移りまして、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,８２７

万８,０００円の計上は、前年より７５万７,０００円の減額ですが、例年同様の予算計
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上であります。 

　１０５ページを御覧ください。 

　１０５ページは、２目農業総務費６,１４６万８,０００円の計上で、前年比３１８万

２,０００円の減で、この科目は職員の人件費だけでありまして、２節から４節まで例年

同様の計上であります。 

　１０６ページをお開きください。 

　１０６ページの３目農業振興費６,９９１万５,０００円の計上は、前年比６４７万４,

０００円の増であります。 

　次の１０７ページのほうを御覧ください。 

　１８節の補助金の三つ目、草地生産基盤強化対策事業５００万円につきましては、令

和４年度の補正予算で計上しました草地の簡易更新費用に係る農協への補助金や交付金

の中山間地域直接支払事業が支払い対象者の増に伴いまして、前年より４６８万２,００

０円の増となったこと、これらが主な増額の要因でありまして、その他は例年同様の計

上となっております。 

　議案説明書、資料ナンバー３１と３２に農業関係資金の利子補給に係る一覧もつけて

ございますので、そちらは後ほど御覧いただきたいと思います。 

　続きまして、４目畜産業費４,０７５万９,０００円の計上は、前年比１３３万４,００

０円の減で、これは主に前年度の電力系統連携工事負担金１５０万円の計上によるもの

であります。そのほかにつきましては例年同様の計上となっております。 

　続きまして、１０９ページを御覧ください。 

　１０９ページの２０節、家畜導入貸付金につきましては、農協との協議によりまし

て、今年度も３,０００万円の計上としております。後ほど議案説明書、資料ナンバー３

３を御覧いただきたいと思います。 

　５目農地費は２億２,２９９万円、前年比１億３,４３６万１,０００円の増額の予算計

上であります。この目では、農業関係が道営の陸別第２地区草地畜産基盤整備事業６,１

０１万８,０００円、土木関係では、道営農地整備事業のトマム地区が６,３２６万６,０

００円、トマム第２地区が２,２９０万３,０００円、道営農道整備特別対策事業の中陸

別地区が６,５３１万７,０００円、その他農道等維持管理の農業用施設管理事業で１,０

４４万６,０００円が主な事業として計上されております。 

　２節から１１節までと１３節につきましては、主に道営事業の事務雑費として計上し

ておりますので、説明は省略をさせていただきます。 

　１１０ページを御覧ください。 

　１１０ページの１４節の排水整備工事でありますが、鹿山排水路補修工事で８４１万

５,０００円。１８節のうち道営土地改良事業地元負担金の内訳でありますが、道営農地

整備事業が２２.５％で、トマム地区が６,２０２万８,０００円、第２トマム地区が２,

２５０万円、道営農道整備特別対策事業の中陸別地区が５０％で６,５００万円、陸別第
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２地区草地畜産基盤整備事業が２５％で６,０００万円であります。これらの事業につき

ましては、議案説明書、資料ナンバー５と３５に道営農地整備事業の工事箇所図、年度

別事業計画、それから資料ナンバー３６に草地畜産基盤整備事業の事業概要をつけてお

りますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次に、６目営農用水管理費６,１０３万４,０００円の計上は、前年比５,８３１万円の

減で、前年度に第２上陸別地区の支線排水管整備を行っております。それからトラリ地

区営農用水台帳整備、これらの計上のほかに、道営担い手畑地帯総合整備事業、第２上

陸別地区分の事業費が多かったことなどが主な減額の要因であります。 

　なお、この目には、上陸別地区の管理経費１,０３４万４,０００円、トラリ地区の管

理経費５６７万１,０００円、道営担い手畑地帯総合整備事業、第２上陸別地区４,５０

１万９,０００円が主な事業として計上されております。 

　続きまして、１１２ページをお開きください。 

　１１２ページの１７節の管理用備品につきましては、上陸別、トラリ地区用の水道

メーターの購入で、４戸、４戸、合わせて８戸の購入で２２万５,０００円の計上。１８

節の道営土地改良事業地元負担金は、道営担い手畑地帯総合整備事業、第２上陸別地区

事業分で、２７.５％分１,３２５万５,０００円と、１００％分３,１５５万２,０００円

の４,４８０万７,０００円の計上であります。 

　議案説明書、資料ナンバー６に道営担い手畑地帯総合整備事業、第２上陸別地区の実

績、計画表、箇所図がありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　続きまして、７目公共草地管理費は４２３万７,０００円、前年比１２７万円の減額の

計上であります。 

　次の１１３ページの１４節工事請負費を御覧ください。農業用施設整備は、施設等の

老朽化により、令和４年度と令和５年度の２か年での整備を計画しましたトラリ公共草

地の給水設備改修工事で、新年度では配水池の排泥バルブ交換、取水池のポンプ室の給

水タンク送水バルブの交換を行います。 

　議案説明書、資料ナンバー３７に給水施設位置図がありますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。 

　そのほか１節から１８節まで、例年同様の計上であります。 

　次に、１１４ページに移ります。 

　８目農畜産物加工研究センター管理費は１,９２６万３,０００円、前年比１０８万６,

０００円の増額の計上であります。 

　１１６ページをお開きください。 

　１１６ページの１７節の事務用備品につきましては、加工センターの事務室の椅子１

脚の更新２万８,０００円、管理用備品が石油ストーブ１台の更新、消火器１本の更新、

２７万３,０００円であります。その他、１１４ページの１節から１１６ページの１５節

まで、例年同様の計上であります。 
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　次に、２項林業費１目林業振興費１億３,３９２万７,０００円の計上は、前年比８９

２万円の増額の予算計上であります。 

　１１７ページを御覧いただきまして、一番下の１４節、治山工事２,３９２万円は、陸

別地区小規模治山事業で、前年より４７８万円の増。２節から１３節までの事務雑費を

含みました総額は２,５０２万７,０００円であります。 

　議案説明書、資料ナンバー３８にこの工事の箇所図がつけてありますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。 

　次に、１１８ページ、１８節の負担金、補助及び交付金を御覧ください。 

　１１８ページの中の補助金につきましては、退職金共済制度加入促進事業は１１４万

８,０００円、４１名分で、前年比３１万３,０００円の減。民有林造林促進事業は、人

工造林ほかで４,６７１万９,０００円、前年比１,２７１万４,０００円の増。林業長期

就労促進担い手対策事業は９１万円、４１人分で、前年比４,０００円の減。豊かな森づ

くり推進事業は、人工造林１,９９３万６,０００円、前年比２５１万７,０００円の増の

計上で、民有林造林促進事業と豊かな森づくり推進事業につきましては、議案説明書、

資料ナンバー３９に補助金の内容の資料がありますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

　次に、森林環境譲与税事業について説明をいたします。資料により説明をいたします

ので、予算書とともに議案説明書、資料ナンバー４０を御覧ください。 

　これらの事業につきましては、いずれも継続事業であるため、事業概要の説明は省略

をさせていただきます。林業担い手対策事業につきましては１,１３４万８,０００円

で、前年比６９８万円の減。森林作業道補修事業が１,０３９万３,０００円で、前年比

８９２万７,０００円の減。私有林整備事業が１,４３２万２,０００円で、前年比６７７

万４,０００円の増。最後に、地域山林活性化推進事業ですが、こちらは補助金ではな

く、旅費４万６,０００円、委託料が２５３万円の合計２５７万６,０００円の計上で、

前年比４,０００円の増となっております。森林環境譲与税事業につきましては、総額で

３,８６３万９,０００円の計上でありまして、前年比１,１０１万７,０００円の減であ

ります。 

　それでは、予算書にお戻りいただきまして、１１９ページのほうを御覧いただきたい

と思います。 

　２目狩猟費８３８万５,０００円は前年同額の予算計上。 

　３目林業新設改良費３,６１１万９,０００円の計上は、前年比３６０万円の減で、内

訳は、林道管理事業１,０３２万６,０００円、経営林道東トマム高台線改良事業２,５１

２万２,０００円、林道宇遠別線のり面補修事業６７万１,０００円であります。２節か

ら１０節までと１３節につきましては、経営林道東トマム高台線改良事業の事務雑費と

なります。 

　議案説明書、資料ナンバー４１から４２に、それぞれの事業箇所図がつけてあります



― 17 ― 

ので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次に、１２０ページをお開きください。 

　１２０ページの７款１項商工費１目商工総務費２,００８万１,０００円の計上は、前

年比２９９万１,０００円の増で、この目につきましては、２節から４節まで職員の人件

費のみの計上であります。 

　次のページへ移りまして、２目商工振興費１億２,９４０万１,０００円の計上は、前

年比２,１１７万３,０００円の減で、前年度計上しておりました補助金のプレミアム商

品券発行事業と小規模企業振興事業、交付金の日産自動車購入助成事業は当初予算に計

上しておりません。 

　なお、議案説明書、資料ナンバー４３に陸別町商工会補助金算出表がありますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

　１２２ページをお開きください。 

　１２２ページの３目観光費２,０４７万８,０００円の計上は、前年比８２万円の減

で、これは主に、前年度でしばれフェスティバル開催事業補助金、例年より１００万円

増額して計上していたためで、そのほかにつきましては例年同様の計上であります。 

　１２３ページを御覧ください。 

　１８節の一番下の夏まつり開催事業でありますが、これまで観光協会の補助金に含ま

れていましたが、令和５年度の開催が第２５回の節目の開催となるため、観光協会と分

けて予算化することで、市町村振興協会の助成をいただき、開催しようとするものであ

ります。 

　４目公園費７８９万８,０００円の計上は、前年比１５万１,０００円の減で、この目

につきましても、１０節から次のページの１５節まで例年同様の計上であります。 

　１２４ページを御覧ください。 

　５目の消費者対策費２４万３,０００円の計上は、前年度額の計上。 

　次に、１２５ページに移りまして、８款土木費１項土木管理費１目土木総務費４,９４

８万１,０００円の計上は、前年比３８０万８,０００円の増で、これは主に職員人件費

分の増のほか、１２７ページの２６節まで例年同様の計上であります。 

○議長（本田　学君）　１１時１５分まで休憩します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１０時５８分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時１４分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　それでは、引き続きまして、一般会計の予算書１２７ペー

ジ、２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費は２,３５９万５,０００円、前年比３

４６万８,０００円の増額の計上であります。 

　１２８ページを御覧ください。 
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　１３節の測量試験費２９８万１,０００円は、公営住宅内の町道新町８号通りほか用地

確定測量で、その他については前年同様の計上であります。 

　議案説明書、資料ナンバー４４に用地確定測量の箇所図がありますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。 

　次に、２目道路維持費１億５,６５８万円の計上は、前年比３４２万１,０００円の増

で、ここでは、町道の維持管理に係る経費を計上しております。 

　次のページを御覧いただきまして、１４節の町道法面補修工事は、町道鹿山１号線外

５路線２,５０９万１,０００円、町道補修修繕工事は、町道新町１号通りで６９６万３,

０００円、排水整備工事は、町道小利別１１号支線外２路線で１,３２９万９,０００円

を計上しております。 

　議案説明書、資料ナンバー４５に１２節の委託料を含めました道路維持費の業務工事

箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。その他の費用につ

きましては例年同様の計上となっております。 

　次、３目の橋りょう維持費５,５３７万円の計上は、前年比４,００４万５,０００円の

減で、８節は前年同額。１２節の委託料２,２６０万円は、測量試験費１,６００万円が

トマム橋の設計費及び設計書資料作成費、計画策定等が町内８２橋の橋梁長寿命化補修

等事業計画策定のための６６０万円の計上。１４節の陸別橋補修工事３,２５０万円の計

上であります。 

　議案説明書、資料ナンバー４６に橋梁維持補修事業の箇所図がつけてありますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

　４目道路新設改良費は６,１５１万１,０００円、前年比５５４万２,０００円の増額の

計上であります。 

　１３０ページをお開きいただきまして、１４節の工事請負費を御覧ください。道路改

良工事３,０００万円は、町道トマム川沿線で延長４００メートル、歩道改良工事２,９

４０万円は町道駅南通りが延長１５０メートルと町道東１条仲通りが延長２１８メート

ルで、その他の１節から１８節までにつきまして、町道トマム川沿線に係る工事雑費で

あります。 

　議案説明書、資料ナンバー４７に道路整備事業の箇所図がつけてありますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

　次に、５目街路灯費４３３万５,０００円の計上は、前年比５７０万８,０００円の減

で、１０節は電気料と修繕料で前年同様の計上。次のページに移りまして、１２節は、

街灯の電球の処分費８２万５,０００円であります。 

　次に、３項河川費１目河川総務費４９５万６,０００円の計上は、前年比１５１万７,

０００円の減で、１４節の河川補修工事は、普通河川ウリキオナイ川の護岸補修工事、

延長１２メートル、３５７万５,０００円、その他は例年同様の計上であります。 

　議案説明書、資料ナンバー４８に河川管理事業の箇所図がありますので、後ほど御覧
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いただきたいと思います。 

　続きまして、１３２ページに移ります。 

　４項住宅費１目住宅管理費１,７５２万１,０００円の計上は、前年比１,０１０万２,

０００円の減で、これは主に、前年度に第２緑町団地の給湯器の更新、それから第１、

第２若葉団地の非常用照明３０台の更新、つつじヶ丘団地の排水整備の計上によるもの

であります。この目は、公営住宅の管理経費の計上で、８節から１２節までと、次の

ページの１８節までは例年同様の計上であります。 

　１３３ページに移りまして、２目住宅建設費は１億５,２２７万１,０００円、前年比

２７万９,０００円の増額の計上で、この目は、社会資本整備総合交付金事業でありま

す。１２節は、新町団地町営住宅のＷ・Ｘ棟の実施設計６３８万円と、陸別町住生活基

本計画及び陸別町公営住宅等長寿命化計画策定業務４５７万６,０００円の計上。１４節

は新町団地町営住宅Ｕ・Ｖ棟の２棟４戸の建設１億２,３２０万円と外構工事１,７５１

万２,０００円の計上で、その他につきましては事務雑費であります。 

　議案説明書、資料ナンバー４９に事業箇所図がありますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。 

　次に、１３４ページをお開きください。 

　５項１目下水道費１億４２万３,０００円の計上は、前年比８２万４,０００円の減

で、公共下水道事業特別会計への繰出金であります。 

　次に、９款１項１目消防費１億７,７１９万円、前年比１,２９７万７,０００円の減額

の予算計上であります。これは主に、前年度の予算に消防庁舎の地下貯油槽の撤去工

事、それから、とかち広域消防事務組合への負担金に、消防指令システム、消防救急デ

ジタル無線機器更新に係る負担金が含まれていたことによるものであります。 

　１３６ページをお開きください。 

　２２節の譲渡事業償還金は、平成１３年に購入しまして、走行距離が２２万キロに

なった消防車両陸別器材１号を備荒資金組合の譲渡事業により更新しようとするもので

ありますが、今、所管している車両と同様の車両につきましては、受注生産でありまし

て、年度内に購入できるか不明であるため、今回、当初予算で計上させていただいてお

ります。そのほか１３４ページの１節から１３６ページ、２６節まで例年同様の計上で

あります。 

　なお、とかち広域消防事務組合負担金につきましては、消防費負担金の内訳が１８５

ページから１８８ページにありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次に、２目災害対策費２３０万８,０００円の計上は、前年比８４３万３,０００円の

減で、これは前年度の移動系の防災行政無線電波伝搬調査と防災計画等の作成支援業務

の計上によるものであります。この目につきましては、１節から次のページの１８節ま

で例年同様の計上であります。 

　次に、１３８ページをお開きください。 
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　１０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費１７２万９,０００円の計

上は、前年比９万８,０００円の増で、１節から１８節まで例年同様の予算計上。 

　２目事務局費７,７８８万８,０００円の計上は、前年比４,１８４万４,０００円の減

で、これは主に前年度の教員住宅の建て替え及び外構工事の計上によるものでありま

す。 

　１４１ページを御覧ください。 

　２０節の奨学資金は、高校３名分、大学１０名分で７０８万円の計上で、そのほか１

３８ページの２節から１４１ページの１８節まで例年同様の計上であります。 

　次に、３目教育振興費１,２３３万３,０００円の計上は、前年比３０万９,０００円の

減額も、１４１ページの１節から１４３ページの１８節まで例年同様の計上でありま

す。この中には、学習支援事業４４９万２,０００円、英語指導助手招聘事業５０５万

５,０００円が含まれております。 

　次に、１４３ページを御覧ください。 

　４目のスクールバス運行管理費３,９４５万４,０００円の計上は、前年比１,０２９万

６,０００円の減で、これは主に前年度のスクールバス更新で、２５人乗り１台の購入費

の計上があったことによるものであります。 

　５目教育研究所費５９万１,０００円の計上は、前年比１万７,０００円の増で、例年

同様の計上であります。 

　１４４ページをお開きください。 

　２項小学校費１目学校管理費２,０７８万８,０００円の計上は、前年比６６５万９,０

００円の減で、これは主に前年度の職員室、校長室のエアコン設置工事の計上によるも

のであります。 

　次に、１４６ページをお開きください。 

　１４６ページの１７節の管理用備品につきましては、掲揚用の国旗、色覚検査表、芝

刈り機の更新、合わせまして２１万５,０００円であります。その他の節の内容につきま

しては例年同様の計上となっております。 

　２目教育振興費は１,３３４万７,０００円、前年比３万２,０００円の増で、１０節か

ら次のページの２２節まで例年同様の計上であります。 

　なお、１８節の給食費補助事業は８７名分、修学旅行費交付事業は２１名分でありま

す。 

　次に、１４８ページをお開きください。 

　３項中学校費１目学校管理費２,２５１万６,０００円の計上は、前年比９１３万６,０

００円の減で、これは主に前年度の街灯のＬＥＤ化及び受電柱の負荷開閉器、高圧気中

開閉器の改修、それから職員室、校長室、保健室のエアコン設置工事、職員玄関用げた

箱、消火器、除雪機の購入の計上によるものでありまして、その他の節の内容は例年同

様の計上であります。 
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　次に、１５０ページをお開きください。 

　１５０ページの２目教育振興費は１,２０５万４,０００円、前年比４７万３,０００円

の減額の計上で、１０節から次のページの２２節まで例年同様の計上であります。 

　１５１ページに移りまして、１８節の給食費補助事業は５２名分、修学旅行費交付事

業は１８名分であります。 

　続きまして、４項社会教育費１目社会教育総務費でありますが、１,４７３万８,００

０円、前年比５０４万９,０００円の減額の計上であります。この目では、学童保育所の

開設を初めとしまして、文化団体等活動事業、成人記念行事開催事業、文化祭開催事業

など、様々な事業の費用を計上しておりますが、令和４年度から始めました魅力・体感

ｉｎりくべつ事業に５０万円を計上しまして、小学校の自然体験の宿泊事業を夏と冬で

２回の実施を計画しております。中学生等海外派遣事業につきましては、当初予算には

計上しておらず、減額の主な要因となっておりますが、その他の１節から１５４ページ

の２１節まで例年同様の計上であります。このうち学童保育所の登録者数につきまして

は３９名を見込んでおります。 

　飛びまして、１５４ページをお開きください。 

　２目公民館費は１,３３０万１,０００円、前年比８８万円の増額の計上であります

が、１７節の管理用備品につきまして、図書室用の基本図書、視聴覚室資料なども含め

まして、例年同様の計上であります。 

　１５６ページを御覧ください。 

　３目の文化財保護費は１３１万４,０００円、前年比１２万１,０００円の減額の計上

で、この目も例年同様の計上。 

　１５７ページに移りまして、５項保健体育費１目保健体育総務費は３４３万７,０００

円、前年比１８万５,０００円の増額で、この目につきましても、１節から１８節まで例

年同様の計上であります。 

　１５８ページをお開きください。 

　２目体育施設費は２,４８５万９,０００円、前年比４５５万１,０００円の増額の計上

であります。 

　１６０ページのほうを御覧ください。 

　１６０ページの１２節の体育施設改修で１８４万８,０００円が計上してありますが、

こちらは、若葉パークゴルフ場の照明を、安定器を含めまして、ＬＥＤ球への取替えで

あります。１７節の管理用備品は、体育施設の消火器の更新で１２万１,０００円、その

他の内容につきましては例年同様の計上であります。 

　３目学校給食費６,３４７万１,０００円の計上は、前年比１４８万７,０００円の増額

であります。 

　１６３ページを御覧ください。 

　１７節の事務用備品は、栄養教諭用のパソコンの更新で１５万２,０００円。１８節の
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技能講習受講料３万３,０００円は、担当職員の小型車両系建設機械特別教育、刈払機取

扱作業者安全衛生教育の受講料であります。その他、１６０ページの１節から１６３

ページの２６節まで例年同様の計上であります。 

　次の１６４ページをお開きください。 

　１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費は１８万

５,０００円、前年比８万２,０００円の増。 

　２目林業用施設災害復旧費は８万１,０００円で、前年比３万５,０００円の増。 

　２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費は１３万１,０００円で、前

年比３万５,０００円の増で、いずれも例年と同じ内容の計上でありますが、災害関係の

担当者会議の出席旅費につきまして、新採用職員の参加を見込みまして、２名分の計上

としております。 

　１６５ページに移りまして、１２款１項公債費１目元金と２目利子の合計額５億４,６

０３万９,０００円の予算計上につきましては、前年比４,７１８万３,０００円の減で、

小学校改築事業などで、平成２２年度に借入れしました過疎債の償還が令和４年度で終

了したことによるものであります。 

　なお、公債費の償還に当たり、令和５年度は減債基金２億円を取り崩しまして、一般

財源として充当しております。 

　１３款予備費は、例年同様４００万円の計上であります。 

　１６７ページから１８９ページには、給与費明細書のほか、予算に関する各種調書等

をつけておりますので、参考として後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。１２ページをお開きく

ださい。 

　１２ページ、２、歳入。 

　１款町税１項町民税１目個人１億１,５９６万８,０００円の予算計上は、前年比４０

０万４,０００円の増であります。令和２年度からの新型コロナウイルスの影響がなかな

か収束が見えないところでありますが、新年度につきましては、給与やその他所得の増

が見込まれる令和４年度実績見込みを踏まえまして計上しております。 

　２目法人１,２１７万５,０００円は、前年比６万７,０００円の増で、例年同様の計

上。 

　２項１目固定資産税１億６,７０４万２,０００円の計上は、前年比２６５万６,０００

円の減で、土地及び償却資産で減額の見込みであります。 

　２目国有資産等所在市町村交付金７０１万６,０００円の計上は、前年比２万５,００

０円の減。 

　３項軽自動車税１目環境性能割５４万５,０００円の計上は、前年比３２万７,０００

円の増。 

　２目種別割７１１万２,０００円の計上は、前年比３１万６,０００円の増で、１,２５
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６台を見込んでおります。 

　次の軽自動車税は廃目であります。 

　１３ページに移りまして、４項１目町たばこ税２,０９２万円の計上は、前年比１１７

万３,０００円の増で、前年より１７万９,０００本の増の見込みであります。 

　次の２款から９款までは、実績に基づき予算を計上しております。 

　２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税５,２３９万円の計上は、前年比２９３万

５,０００円の減。 

　２項１目地方揮発油譲与税１,９４０万６,０００円の計上は、前年比１０６万円の

増。 

　３項１目森林環境譲与税３,１５９万８,０００円の予算計上は、前年比２３６万４,０

００円の減。 

　次の地方道路譲与税は廃項、廃目であります。 

　次に、１４ページを御覧ください。 

　３款１項１目利子割交付金１６万４,０００円の予算計上は、前年比８万２,０００円

の減。 

　４款１項１目配当割交付金１００万３,０００円の計上は、前年比３５万１,０００円

の増。 

　５款１項１目株式等譲渡所得割交付金１１９万２,０００円の計上は、前年比４１万

１,０００円の増。 

　６款１項１目地方消費税交付金６,１５５万１,０００円の計上は、前年比５９万１,０

００円の減で、地方消費税交付金が２,８９４万４,０００円、社会保障財源交付金が３,

２６０万７,０００円であります。 

　７款１項１目環境性能割交付金５４９万３,０００円の計上は、前年比８万１,０００

円の減であります。 

　１５ページに移りまして、８款１項１目法人事業税交付金３４８万３,０００円の計上

は、前年比６９万８,０００円の増。 

　９款１項１目地方特例交付金１１３万２,０００円の計上は、前年比１３３万３,００

０円の減。 

　２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金７９万９,０００円

の計上は、前年比７９万８,０００円の増。 

　１０款１項１目地方交付税２１億４,４５８万６,０００円の予算計上は、前年比２,２

８３万３,０００円の減で、普通地方交付税が１９億４,４５８万６,０００円、特別地方

交付税が２億円の計上であります。 

　議案説明書、資料ナンバー１８に地方交付税の状況をつけてありますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。 

　続きまして、１１款１項１目交通安全対策特別交付金１,０００円は、科目存置であり
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ます。 

　次に、１６ページに移りまして、１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業

費分担金１,８４７万２,０００円の予算計上は、前年比８１万２,０００円の増で、これ

は道営の陸別第２地区草地畜産基盤整備事業の受益者分担金であります。 

　２項負担金１目民生費負担金４７万７,０００円の計上は、前年比４７万８,０００円

の減で、町外の養護老人ホームへの入居者からの徴収金、１名分であります。 

　次の１３款使用料及び手数料は、令和４年度の実績見込みに基づきまして予算を計上

しております。 

　１項使用料１目総務使用料４,３９３万５,０００円の計上は、前年比３０３万６,００

０円の増で、１節行政財産使用料から次のページの５節銀河の森宇宙地球科学館等使用

料までは例年同様の計上でありますが、ふるさと交流センターのオーロラハウスでは、

前年より利用者の増を見込んでおります。増につきましては、７３６名分の増を見込ん

でおります。 

　１７ページに移りまして、２目民生使用料４６５万８,０００円の計上は、前年比１４

０万１,０００円の減で、１節老人福祉使用料は福寿荘の使用料、入居者８名分とショー

トステイ１名分。２節児童福祉使用料は、保育所の広域保育入所料で２名分。３節福祉

住宅使用料は、からまつハウスの入居者６名分であります。 

　３目衛生費使用料６８２万３,０００円の計上は、前年比１６万１,０００円の増で、

１節保健衛生使用料は、公衆浴場の使用料７,９９２人分、墓地使用料が１件分でありま

す。２節の水道使用料は、小利別地区の専用水道４０件分。 

　４目農林水産使用料５１０万５,０００円の計上は、前年比１１万円の減で、１節農林

水産使用料は、農畜産物加工研修センターの使用料。次のページへ移りまして、２節営

農用水使用料は、上陸別地区４０件分、トラリ地区２１件分であります。 

　５目商工使用料１万７,０００円の計上は、イベント広場の使用料で、前年同額。 

　６目土木使用料５,９９０万８,０００円の計上は、前年比５００万７,０００円の減

で、１節道路橋りょう使用料は道路占用料。２節河川使用料は河川占用料。３節住宅使

用料は、公営住宅９６戸、改良住宅２１戸、特定公共賃貸住宅５１戸分の使用料。４節

集会所使用料は、科目存置であります。 

　７目教育使用料２２６万６,０００円の計上は、前年比１７万円の増で、１節社会教育

使用料は、公民館使用料。２節資料館使用料は、関資料館の入館料。３節学童保育所使

用料は３９名分であります。 

　次の２項手数料も実績に基づきまして、説明欄の各項目のとおりの計上であります。 

　１目総務手数料１４３万３,０００円の計上は、前年比１７万１,０００円の減。 

　１９ページに移りまして、２目衛生手数料７８２万１,０００円の計上は、前年比５０

万４,０００円の増で、１節衛生手数料が７８０万９,０００円。２節水道手数料が１万

２,０００円。 
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　２０ページをお開きください。 

　３目の農林水産手数料１万２,０００円は、前年同額の計上となっております。 

　次に、１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１億４,１７８万３,０００

円の予算計上は、前年比３６６万９,０００円の増であります。１節社会福祉費負担金

は、いずれも２分の１の国の負担分で、国民健康保険事業保険基盤安定負担金と未就学

児均等割保険料負担金は、国保軽減措置に対する保険者支援分であります。２節の児童

福祉費負担金の児童手当負担金は、ルール計算によります国の負担分。障害者介護給付

費負担金から次のページの障害児相談支援費負担金まで、２分の１の国の負担分であり

ます。 

　２１ページの二つ目、子どものための教育・保育給付費負担金は、幼稚園相当の１号

認定と３歳児以上の２号認定がそれぞれの基準額の５０％、３歳未満の３号認定が５８.

１６％で、合わせまして２,４６８万８,０００円であります。 

　２目衛生費負担金１１万８,０００円の計上は、前年比５７１万９,０００円の減で、

１節保健衛生費負担金の養育医療負担金は、基準額の２分の１の国の負担分でありま

す。 

　２項国庫補助金１目総務費補助金１１８万８,０００円の計上は、前年比６,４７１万

３,０００円の減で、デジタル田園都市国家構想交付金は、地方創生推進交付金に代わる

もので、２分の１の補助。デジタル基盤改革支援補助金は、自治体情報システムの標準

化、共通化の事業の１０割の補助であります。 

　２目民生費補助金８４１万円の計上は、前年比１０９万３,０００円の増で、１節社会

福祉費補助金の地域生活支援事業費補助金は２分の１。生活困窮者就労準備支援事業費

等補助金は、生活困窮者自立相談支援分が４分の３と成年後見制度利用促進体制整備分

が２分の１の補助。２節児童福祉費補助金は子ども・子育て支援交付金で３分の１、出

産子育て応援事業交付金が３分の２の補助であります。 

　３目衛生費補助金２５８万１,０００円の計上は、前年比６０５万円の減で、１節保健

衛生費補助金の母子保健衛生費国庫補助金は、妊娠出産包括支援産婦健康診査事業に対

します２分の１の補助。新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金は

全額国の負担。風疹抗体検査事業補助金は検査分の２分の１の補助であります。 

　次、２２ページをお開きください。２節の水道費補助金は、小利別専用水道の施設機

器更新事業に５０％の補助。 

　４目土木費補助金８,１４９万円の計上は、前年比４０８万４,０００円の減で、１節

道路橋りょう費補助金は、橋梁長寿命化修繕事業、これは陸別橋でありますが、これに

係ります６４.９％の補助。２節住宅費補助金は、新町団地町営住宅建設と、住生活基本

計画、公営住宅等長寿命化計画策定に係る社会資本整備総合交付金で、基本額の４５％

分の補助。 

　５目教育費補助金１７万２,０００円の計上は、前年比１,２４８万９,０００円の減
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で、１節小学校費補助金と２節中学校補助金は、いずれも特殊教育就学奨励費補助金で

２分の１の補助。 

　次の農林水産業費補助金は廃目であります。 

　次に、３項委託金１目総務費委託金１４９万８,０００円の計上は、前年比２９２万

９,０００円の減。 

　２目民生費委託金７,０００円の計上は、前年比２,０００円の増。いずれも権限移譲

などによる国からの委託金で、例年同様の計上であります。 

　２３ページに移りまして、１５款道支出金であります。 

　１項道負担金１目民生費負担金８,４８４万６,０００円の予算計上は、前年比１１８

万５,０００円の増で、１節社会福祉費負担金の民生委員活動費等負担金は定額の負担

金。国民健康保険事業保険基盤安定負担金と未就学児均等割保険料負担金は、国保軽減

措置に対する保険者支援分で４分の１。後期高齢者医療保険基盤安定負担金は４分の

３。障害者介護給付費負担金から次のページの低所得者保険料軽減負担金までは、４分

の１の道の負担分であります。２節児童福祉費負担金の児童手当負担金は、ルール計算

による道の負担分。障害者介護給付費負担金から次の２４ページの障害児相談支援費負

担金までは４分の１の道の負担。子どものための教育・保育給付費負担金は、幼稚園相

当の１号認定が基準額の２５％、地方負担分５０％。３歳以上の２号認定も基準額の２

５％、３歳未満の３号認定が２１.１４％、合わせまして１,１６３万４,０００円の計上

であります。 

　２４ページの２目衛生費負担金は、療育医療負担金１万３,０００円の計上で、前年同

額であります。 

　２項道補助金１目総務費補助金１１９万５,０００円の計上は、前年比２０万円の増

で、地域づくり総合交付金は防災備蓄品整備に対する２分の１の補助。無線システム普

及支援事業補助金は、移動通信用鉄塔施設整備費起債償還に対する補助金で１４万５,０

００円。デジタル田園都市国家構想交付金につきましては、ＵＩＪターン新規就業支援

１世帯分で４分の１の補助。 

　２目民生費補助金１,２７４万２,０００円の計上は、前年比１１９万５,０００円の増

で、１節社会福祉費補助金の重度心身障害者医療費補助金から乳幼児医療費補助金まで

が２分の１の補助、地域生活支援事業補助金が４分の１の補助、老人クラブ運営事業補

助金は基準額の３分の２の補助、権利擁護人材育成事業補助金は１０割補助、介護サー

ビス事業負担軽減補助金は４分の３の補助であります。 

　２５ページに移りまして、２節の児童福祉費補助金は、子ども・子育て交付金で、国

庫補助と同額の計上。保育料軽減支援事業費補助金は、多子世帯の保育料軽減措置分７

３万９,０００円の計上、出産・子育て支援事業費交付金は６分の１の補助。 

　３目の衛生費補助金２３万４,０００円の計上は、前年比１万８,０００円の減で、健

康増進事業費補助金は７万８,０００円、妊産婦安心出産支援事業費補助金は２分の１の
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補助で１５万６,０００円。 

　４目農林水産業費補助金１億１,１３０万３,０００円の計上は、前年比２,５１４万

３,０００円の増で、１節農業費補助金６,３４４万２,０００円は、例年同様の計上であ

りますが、中山間地域直接支払事業補助金が前年より３５１万１,０００円の増。次世代

農業促進生産基盤整備特別対策事業が１,１２７万３,０００円の増。２節林業費補助金

も例年同様の計上でありますが、森林環境保全整備事業補助金が前年より６４４万５,０

００円の増。 

　次、２６ページをお開きいただきまして、小規模治山事業補助金と林道東トマム高台

線改良事業補助金が、それぞれ２５０万円の増となっております。 

　５目教育費補助金２４万１,０００円の計上は、前年比１万３,０００円の減で、例年

同様の計上であります。 

　３項委託金１目総務費委託金から次の２７ページの５目土木費委託金までは、権限移

譲などによります委託金で、合わせまして８０３万５,０００円の予算計上で、前年比２

０万７,０００円の増であります。ほとんど例年同様の計上でありますが、令和５年度執

行の知事道議会議員選挙の委託金１９２万３,０００円を１目総務費委託金で計上してお

ります。 

　次に、１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４,４４３万８,０００円の

予算計上は、前年比８６万６,０００円の増で、１節土地建物貸付収入、２節通信設備貸

付収入は、いずれも例年同様の計上であります。 

　２８ページをお開きください。 

　２８ページの２節の通信設備貸付収入でありますが、光ファイバー網の貸付収入で６

０４件分であります。 

　２目利子及び配当金８８万７,０００円の計上は、前年比８,０００円の増ですが、説

明欄に記載のとおり、各種基金利子となっております。 

　２９ページに移りまして、２項財産売払収入１目不動産売払収入は、１節土地売払収

入、２節建物売払収入、共に科目存置。 

　２目物品売払収入１５７万５,０００円の計上は、前年比９７３万５,０００円の減

で、町有林素材売払収入であります。 

　１７款１項寄附金１目一般寄附金、２目指定寄附金共に科目存置であります。 

　３０ページをお開きください。 

　１８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金４１万１,００

０円の計上は、前年比５万８,０００円の増で、保険者機能強化推進交付金分でありま

す。 

　２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は２億円で、前年同額の計上。 

　２目減債基金繰入金も２億円の計上で、前年より５,０００万円の増。 

　以下、特定目的基金につきましては、説明欄に記載の事業に充当することとなりま
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す。 

　３目ふるさと整備基金繰入金は１,３５０万円、前年比４,０４０万円の減。 

　４目いきいき産業支援基金繰入金は５,９３０万円、前年比１,７６０万円の減。 

　５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は７３０万円、前年比６０万円の増。 

　３１ページに移りまして、６目地域福祉基金繰入金は１億１７０万円、前年比５,３４

０万円の増。 

　７目公共施設等維持管理基金繰入金は９,８２０万円、前年比１,７７０万円の減。 

　８目学校給食センター管理運営基金繰入金は２,２６０万円、前年比５５０万円の減。 

　９目スポーツ振興基金繰入金は５０万円で前年同額。 

　１０目森林環境譲与税事業基金繰入金は３,８６３万９,０００円、前年比１,１０１万

７,０００円の減。次の町有林整備基金繰入金は廃目であります。 

　基金繰入金につきましては、総額７億４,１７３万９,０００円の計上で、前年比１７

８万３,０００円の増であります。 

　なお、令和３年度末から令和５年度末現在の見込額を記入しました基金別積立金の状

況が議案説明書、資料ナンバー２につけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

　続きまして、１９款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の１,０００万円の計

上。 

　２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金も５万円で前年同様の計上。 

　２目加算金は、科目存置。 

　３２ページに移ります。 

　２項１目町預金利子５,０００円の計上は、前年比１,０００円の減。 

　３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入２,９１４万２,０００円の計上は、前年

比１５４万４,０００円の減で、約定償還分の計上。 

　２目貸付金元利収入は、前年同額１億４,０００円の計上。 

　３目奨学資金貸付金収入８２万２,０００円の計上は、前年比１８万円の増で、９名分

であります。 

　４項雑入１目滞納処分費は、科目存置。 

　２目弁償金１万１,０００円の計上は、前年比２万２,０００円の減。 

　３３ページに移りまして、３目過年度収入は新設でありまして、１,２０８万１,００

０円の計上です。これは、令和４年度に実施しました町有林の準備地ごしらえ分３５５

万３,０００円と間伐分８５２万８,０００円であります。 

　４目雑入５,２７７万７,０００円の計上は、前年比６４３万８,０００円の増で、ほと

んどが例年同様の内容でありますが、まず、１節の介護予防支援報酬は、介護予防サー

ビス計画作成に係る報酬で２１０件分。２節の居宅介護支援報酬は、居宅介護サービス

計画作成に係る報酬で４２４件分。３節高齢者福祉施設負担金は、福寿荘の入居者、
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ショートステイの利用者の食事代などの実費負担分。４節学校給食費等は、小学生８７

名、中学生５２名、保育所５３名、職員等５４名。５節電話使用料と、３４ページに移

りまして、６節電気等使用料は説明欄に記載のとおりであります。３４ページの７節雑

入であります。２,９０１万１,０００円、前年比６７７万円の増額の計上であります。

新たなものとしましては、次の３５ページの上から二つ目、市町村振興協会助成金が、

夏まつり開催事業への助成金５０万円。同じく３５ページの下から二つ目と次の３６

ページにあります派遣職員の給料、共済組合、福祉協会に係る各負担金、合計４９７万

６,０００円につきましては、令和５年度から２年間、当町からとかち広域消防事務組合

へ職員を派遣しますその職員１名分であります。 

　次に、３６ページをお開きください。 

　雑入の一番最後にあります後期高齢者医療広域連合から後期高齢者の保健事業と介護

予防事業に対する保健介護一体的実施推進事業委託金３３０万円などであります。 

　続きまして、２１款１項町債でありますが、総額６億７,９９０万２,０００円、前年

比１億９,９４２万５,０００円の増額の予算計上であります。借入予定事業につきまし

ては、説明欄のとおりでありますので、説明に併せて説明欄の御確認いただきたいと思

います。 

　１目総務債は６,０４０万円の計上は、前年比３０万円の減。 

　２目民生債は、新設科目で２億５,０００万円の計上は皆増。 

　３目農林水産業債２億４,３００万円の計上は、前年比６,９３０万円の増。 

　３７ページに移りまして、４目土木債１億１,３８０万円の計上は、前年比４,５７０

万円の減。 

　５目臨時財政特例債１,２７０万２,０００円の計上は、前年比１,５５７万５,０００

円の減であります。 

　３８ページに移りまして、衛生債、消防債、教育債は廃目となっております。 

　なお、３６ページの過疎地域自立促進特別事業６,０４０万円につきましては、議案説

明書、資料ナンバー１９に事業の一覧表がついておりますので、後ほど御覧ください。 

　以上で歳入を終わりまして、次、７ページをお開きください。 

○議長（本田　学君）　昼食のため、午後１時まで休憩します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　０時００分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　午前中に引き続き説明の前に、午前中のところで誤りがあり

ましたので訂正をさせていただきます。 

　歳入の２１款１項町債の５目、３７ページでありますが、臨時財政特例債と説明をい

たしましたが、正しくは臨時財政対策債であります。予算書にはそのように記載してお
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りますので、訂正をさせていただきたいと思います。 

　それでは、午前中に引き続きまして、一般会計の予算の説明をさせていただきます。 

　７ページをお開きください。 

　７ページ、第２表債務負担行為で、左から事項、期間、限度額の記載となっておりま

す。北海道市町村備荒資金組合防災資機材の譲渡代金は、期間が令和６年度から令和９

年度まで５８３万５,０００円。令和５年度大家畜特別支援資金利子補給は、令和６年度

から令和３０年度まで１６０万４,０００円。令和５年度陸別町農業近代化資金利子補給

は、令和６年度から令和１４年度まで２６７万９,０００円。令和５年度陸別町中小企業

経営安定資金利子補給は、令和６年度から令和１５年度まで２１５万円であります。 

　次に、第３表地方債であります。 

　まず、起債の目的と限度額でありますが、一般単独事業（緊急自然災害防止対策事

業）につきましては５,３４０万円で、事業の内訳は陸別地区小規模治山事業外全１２事

業で、記載のとおりであります。 

　次に、８ページをお開きください。過疎対策事業につきましては６億１,３８０万円

で、事業の内訳は過疎地域自立促進特別事業外全１３事業で、記載のとおりでありま

す。臨時財政対策債は１,２７０万２,０００円で、起債の合計額は６億７,９９０万２,

０００円であります。 

　起債の方法は普通貸借又は証券発行、利率は４.０％以内（ただし、利率の見直しを

行った後においては当該見直し後の利率）、償還の方法は借入先の融通条件による。た

だし、町財政の都合により据置期間の短縮もしくは繰上償還をすることができるであり

ます。 

　以上で、議案第１８号の説明を終わりまして、次に、議案第１９号の説明に移りま

す。 

　議案第１９号令和５度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　歳出予算の流用。 

　第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

　第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

　一時借入金。 

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は５,００

０万円と定めるであります。 
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　初めに、議案説明書、資料ナンバー５１をお開きください。 

　この資料につきましては、歳入歳出予算の財源充当の内訳であります。歳入歳出の総

額３億５,６７３万３,０００円が表のように振り分けられ、それぞれ歳入歳出の予算が

計上されております。この振り分けが科目ごとに計上されることとなっております。内

容につきましては、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　また、一つ前の資料ナンバー５０に、予算の前年度比較表をつけておりますので、併

せて御覧いただきたいと思います。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。予算書１０ページを

お開きください。 

　３、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は５２６万６,０００円、前年比３７万２,

０００円の減額の予算計上であります。この目では、１７節の事務用備品で、平成２５

年度に購入した医療系介護系システム業務端末の更新に６４万３,０００円を計上してお

りますが、その他の８節から２４節まで、例年同様の計上であります。 

　２目連合会負担金４３万５,０００円の計上は、前年比２万５,０００円の減。 

　１１ページに移りまして、２項徴税費１目賦課徴収費２２万円の計上は、前年比９万

６,０００円の減であります。１８節の十勝圏複合事務組合は、税滞納整理機構への負担

金で、令和５年度の引継ぎはございません。 

　３項１目運営協議会費は２１万１,０００円で前年同額の計上であります。 

　１２ページをお開きください。 

　２款保険給付費１項療養諸費は、それぞれ前年度の実績見込額を勘案しまして、国保

連からの通知に基づきます予算の計上であります。 

　１目療養給付費は１億５,８２８万３,０００円、前年比６,４７１万７,０００円の

減。 

　２目療養費は２０２万９,０００円、前年比３９７万１,０００円の減。 

　３目審査支払手数料は４６万３,０００円、前年比２３万７,０００円の減。 

　２項高額療養費も国保連からの通知に基づく予算の計上でありまして、１目高額療養

費は２,８４１万１,０００円、前年比５５８万９,０００円の減。 

　２目高額介護合算療養費は１０万円の計上で、前年同額であります。 

　１３ページに移りまして、３項出産育児諸費１目出産育児一時金は１００万円、前年

比２６万円の減で、２件分の計上。 

　４項葬祭諸費１目葬祭費は３０万円で前年同額の１０件分の計上であります。 

　続きまして、３款国民健康保険事業費納付金であります。 

　１項１目医療給付費分６,８１６万４,０００円の計上は、前年より６２４万７,０００

円の減。 

　１４ページをお開きください。 
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　２項１目後期高齢者支援金等分１,９１４万４,０００円の計上は、前年比２１１万７,

０００円の減。 

　３項１目介護納付金分６８５万６,０００円の計上は、前年比１８万５,０００円の減

であります。 

　４款１項１目共同事業拠出金と５款１項１目財政安定化基金拠出金はいずれも科目存

置。 

　１５ページに移りまして、６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費３５１万６,

０００円の計上は、前年比８４万９,０００円の減で、例年同様の内容であります。 

　なお、１２節の健康診査等３０８万円は、特定健康診査２２０人分、２次健康診査、

頸動脈エコー検査ですが、４０件分。歯科健診５０人分などであります。 

　２項１目保健事業費１,３９９万２,０００円の計上は、前年度比２２８万円の増で、

例年同様の計上であります。 

　１６ページをお開きください。 

　このうち１２節の各種予防接種でありますが、６０歳以上７５歳未満の方のインフル

エンザ予防接種１６人分、高齢者肺炎球菌ワクチン接種１０人分、ヘルスアップ事業関

連業務は、昨年から始めました事業で、予防健康づくりの各種事業に取り組むことで道

の交付金を受けることができる保険者努力支援制度であります。特定健診受診率向上、

重症化予防、適正服薬、生活習慣病予防、地域包括ケアなどの事業を行うこととなって

おります。健康診査等は４０歳未満の健康診査３０人分であります。 

　次に、７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金は、国保税の還付金８０万

円で前年同額。 

　１７ページへ移りまして、２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金４,４５４万１,０

００円の計上は、前年比５１６万６,０００円の減でありますが、へき地診療所運営分の

特別調整交付金の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金。 

　８款１項１目予備費は３００万円で、前年同額の計上であります。 

　１９ページには給与費明細書がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に行います。７ページをお開きくださ

い。 

　２、歳入。 

　１款１項１目国民健康保険税でありますが、これは北海道において積算されておりま

して、令和５年度は６,３２５万４,０００円の計上、前年比５３９万２,０００円の減

で、現年度分が６,２６０万９,０００円、滞納繰越分が６４万５,０００円の予算計上で

あります。 

　２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は科目存置。 

　３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金２億５,８７３万６,０００円の計

上は、前年比８,１６６万９,０００円の減であります。１節保険給付費等交付金の普通
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交付金は、保険給付分１億９,０５８万６,０００円。２節保険給付費等交付金の特別交

付金は、保険者努力支援分、特別調整交付金、道繰入金、次のページにあります特定健

診等負担金、合わせまして６,８１５万円の計上であります。 

　なお、特別調整交付金のうち４,４５４万１,０００円は、へき地診療所の運営分と医

療機器整備分となっております。 

　８ページをお開きください。 

　４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、国民健康保険基金利子で１,０

００円の計上。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２,９３４万円の計上は、前年比１９

万２,０００円の減であります。１節保険基盤安定繰入金は、保険税軽減分で１,０３９

万８,０００円、保険者支援分６０６万８,０００円。２節未就学児均等割保険料繰入金

１７万６,０００円。３節事務費繰入金７５８万９,０００円。４節出産育児一時金等繰

入金６６万７,０００円。５節財政安定化支援事業繰入金３５７万１,０００円。６節そ

の他一般会計繰入金８７万１,０００円は、医療費分と高齢者支援分の減免分でありま

す。 

　９ページに移りまして、２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は、国民健康保

険事業への充当分５３４万９,０００円の計上で、前年より２９万８,０００円の減。 

　６款１項１目繰越金、７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金は、いずれも

科目存置。 

　２項１目雑入は、健康診査等個人負担金で、前年同額の５万円の計上であります。 

　以上で、議案第１９号の説明を終わりまして、次に、議案第２０号の説明に移りま

す。 

　議案第２０号令和５年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、次

に定めるところによる。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　地方債。 

　第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

　一時借入金。 

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

　この会計の歳入歳出予算資料が議案説明書、資料ナンバー５２にありますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。予算書１１ページを
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お開きください。 

　３、歳出。 

　１款総務費１項施設管理費１目一般管理費は２億９,２４２万８,０００円、前年比９

８７万２,０００円の減額の予算計上であります。前年度は屋上の改修を実施しており、

減額の要因となっております。また、２節、３節、次のページの４節には、新たにフル

タイムの会計年度任用職員、看護師１名分を計上しております。 

　飛びまして、１６ページをお開きください。 

　１６ページの１８節の最後の行の北海道地域医療振興財団でありますが、道内の医療

機関の代替医師確保の調整を行う公益財団法人でありまして、財団の運営助成のため

に、令和５年度につきましては２５万円を負担することとなりました。この目におきま

しては、その他、１１ページの１節から１６ページの２６節まで、例年同様の計上であ

ります。 

　次に、２項１目研究研修費１４１万２,０００円の予算計上で、こちらは前年同額。 

　１７ページに移りまして、２款１項医業費１目医療用機械器具費１,１５１万７,００

０円の計上は、前年比４７４万３,０００円の減であります。１７節の医療用備品は、平

成１６年に購入しましたＸ線一般撮影装置、平成２０年に購入しました心電計、平成２

１年に購入しました自動尿分析装置の、いずれも更新であります。 

　議案説明書、資料ナンバー５３に備品購入の一覧がつけてありますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。 

　２目医療用消耗器材費８９５万３,０００円の計上は、前年比４万５,０００円の減

で、例年同様の計上であります。 

　３目医薬品費９８７万円の計上は、前年比６３万８,０００円の減で、この内訳は、医

薬品につきましては診療収入の９５％分である６５０万円、予防接種ワクチンが３３７

万円であります。 

　４目検査費は、診療収入の３％分、２０５万３,０００円の計上で、前年比１７万６,

０００円の減。 

　５目寝具費７６万４,０００円の計上は、前年比５万４,０００円の増であります。 

　１８ページをお開きください。 

　２項１目給食費２１１万６,０００円の計上は、前年比４万１,０００円の増で、例年

同様の計上。 

　３款１項公債費１目の元金と２目の利子につきましては、合わせまして３１３万７,０

００円の計上で、前年比７９万３,０００円の減。元金の償還が３０２万５,０００円、

利子の償還が２万９,０００円、一時借入金の利子８万３,０００円の計上であります。 

　２６ページに地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧ください。 

　４款１項１目予備費は、前年同額の５０万円の予算計上であります。 

　１９ページから２５ページにかけまして、給与費明細書、２６ページに、債務負担行
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為に関する調書をつけておりますので、こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行います。７ページをお開きくださ

い。 

　２、歳入。 

　１款診療収入につきましては、患者数の増減は見込めませんが、診療報酬額の令和４

年度の実績見込額の推計から予算を計上しております。 

　１項入院収入につきましては、中段の計の欄で６７２万９,０００円の計上、前年より

４１８万５,０００円の減。 

　２項外来収入につきましては、次の８ページの上段の計の欄で、６,１６８万８,００

０円の計上、前年より１６８万円の減。 

　８ページを御覧ください。 

　３項その他診療収入１目諸検査等収入１,９７５万１,０００円の計上は、前年より３

９３万７,０００円の減で、内訳は説明欄のとおり見込んでおります。 

　次に、２款使用料及び手数料１項手数料１目文書料６４万５,０００円の計上は、前年

比９万９,０００円の減。 

　３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金４９０万円の計上は、前年比２３０万円

の減で、これはＸ線一般撮影装置と自動尿分析装置に係る２分の１の補助であります。 

　９ページに移りまして、４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,０

００円の計上は、職員住宅３戸分で、前年同額。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億８,４２８万１,０００円の計上

は、前年比４００万１,０００円の増であります。 

　なお、説明欄の医療器等整備分は、Ｘ線一般撮影装置、自動尿分析装置、心電計の購

入予算から道補助、起債を除きました１４０万７,０００円の計上。 

　２目国保事業勘定特別会計繰入金４,４５４万１,０００円の計上は、前年比５１６万

６,０００円の減で、国民健康保険事業の特別調整交付金、へき地診療所運営費分４,４

０４万１,０００円と医療機器整備分５０万円であります。減の主な要因につきまして

は、令和４年度の実績見込みにおきまして、入院日数の減少によるものであります。 

　６款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の１００万円の計上。 

　７款諸収入１項１目雑入４１４万３,０００円の計上は、前年比１０万６,０００円の

減で、１節私用電話料、次のページの２節雑入とも例年同様の計上であります。 

　１０ページに移りまして、８款１項町債１目医業債４６０万円はＸ線一般撮影装置の

整備分の予算計上であります。 

　以上で歳入を終わりまして、次に予算書４ページをお開きください。 

　予算書の４ページは、第２表地方債であります。 

　起債の目的と限度額につきましては、過疎対策事業で医療機器購入事業４６０万円。

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。 
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　以上で、議案第２０号の説明を終わりまして、次に、議案第２１号の説明に移りま

す。 

　議案第２１号令和５年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　地方債。 

　第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

　一時借入金。 

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。予算書９ページをお

開きください。 

　３、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,７２３万７,０００円の予算計上は、前

年比１,０７５万５,０００円の減額で、主に令和４年度に予算を計上しました水道台帳

整備分と北海道自治体情報システム協議会に対する地方公営企業適用化事業負担金、イ

ンボイス制度導入に伴う上下水道システム改修負担金、これらによるものであります。

このほか、９ページの１節から１０ページの２６節まで、例年同様の計上であります。 

　続きまして、１１ページを御覧ください。 

　２款施設費１項施設管理費１目施設維持費３,２９２万円の計上は、前年比１,８９９

万５,０００円の減で、主に前年度の陸別浄水場内の機器設備分解整備、配水管支障移転

工事、陸別浄水場の屋根修繕、これらの予算計上によるものであります。このほか１１

ページの８節から１２ページの１７節まで、例年同様の計上であります。 

　１２ページをお開きください。 

　２目施設新設改良費は、新設科目で９０７万５,０００円の予算計上であります。１２

節は、更新時期を迎えました塩ビ管の更新のための市街地区配水管布設替実施設計。１

４節は、町道新町８号通りの支線配水管８３メートルの新設であります。 

　議案説明書、資料ナンバー５４に配水管整備事業箇所図がありますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。 

　１３ページに移ります。 

　３款１項公債費１目元金と２目利子、合わせて１億１,５５５万９,０００円の計上

は、前年比８０４万円の減で、元金の償還が１億８９８万４,０００円、利子の償還が６

５５万円、一時借入金の利子は２万５,０００円の計上であります。 
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　２１ページに地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧ください。 

　４款１項１目予備費は、前年同額の２００万円の計上であります。 

　１５ページから２０ページにかけまして給与費明細書、２１ページには債務負担行為

に関する調書をつけておりますので、こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きくだ

さい。 

　２、歳入。 

　１款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料は１,０７９件分で５,０２０万円の

予算計上であります。 

　２項手数料１目水道手数料は８万円の計上で、１節設計手数料のうち新設工事審査手

数料とその他の工事審査手数料で、それぞれ５件分。２節指定手数料は、給水装置工事

事業者指定申請書審査手数料で２件分。 

　２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。 

　３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億１,３３４万３,０００円、前

年比１,５７７万円の減額の予算計上で、内訳は説明欄に記載のとおりであります。 

　８ページをお開きください。 

　４款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の５０万円の計上。 

　５款諸収入１項１目雑入１０６万７,０００円の計上は、前年比６６４万５,０００円

の減で、令和４年度での配水管支障移転工事に係る補償費、陸別浄水場の屋根修繕に係

る建物災害保険の予算計上によるものです。 

　６款１項町債１目簡易水道事業債１,１６０万円は、配水管整備事業９００万円と、地

方公営企業法適用化事業２６０万円の予算計上であります。 

　以上で、歳入を終わります。 

　次に、予算書４ページをお開きください。 

　予算書の４ページは、第２表地方債であります。 

　起債の目的と限度額につきましては、過疎対策事業が配水管整備事業で４５０万円、

簡易水道事業が配水管整備事業４５０万円、地方公営企業法適用化事業が２６０万円の

合わせまして７１０万円であります。起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおり

であります。 

　以上で議案第２１号の説明を終わりまして、次に、議案第２２号の説明に移ります。 

　議案第２２号令和５年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　地方債。 
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　第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

　一時借入金。 

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明いたします。予算書１０ページをお

開きください。 

　３、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は８９２万３,０００円、前年比５４７万

１,０００円の減で、主に職員人件費の減でありますが、２節から次のページの２６節ま

で、例年同様の計上であります。 

　１１ページに移りまして、２款施設費１項施設管理費１目施設維持費５,２９８万４,

０００円の計上は、前年比９３万６,０００円の増で、例年同様の計上であります。 

　１２ページをお開きください。 

　３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費８１３万５,０００円の計上は、前年比

４８０万円の減で、８節及び１０節は例年同額。１３ページに移りまして、１２節の計

画策定は、下水道ストックマネジメントの計画策定で６３０万円。１４節は、公共汚水

枡３か所の施設で１,６５０万円の計上であります。 

　４款１項公債費１目元金と２目利子、合わせて５,９４６万９,０００円、前年比１０

３万６,０００円の増で、元金の償還が５,４９６万１,０００円、利子の償還が４４８万

３,０００円、一時借入金の利子は２万５,０００円を計上しております。 

　２０ページに地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧ください。 

　５款１項１目予備費は、前年同額の１００万円の計上であります。 

　１５ページから１９ページにかけましては、給与費明細書、２０ページには債務負担

行為に関する調書をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きくだ

さい。 

　２、歳入。 

　１款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金は、１７戸の受益者分担金で

４２万５,０００円の予算計上であります。 

　２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は８２８件分で２,４３０万円の計

上。 

　２項手数料１目下水道手数料６万２,０００円の予算計上は、１節下水道手数料が業者

指定手数料１件分、新設工事審査手数料５件分、その他工事審査手数料３件分でありま

す。 

　３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金２８０万円の予算計上は、下水
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道ストックマネジメント計画策定に係る補助金であります。 

　８ページを御覧ください。 

　４款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億４２万３,０００円の計上は、前

年比８２万４,０００円の減で、説明欄に記載のとおりの内容であります。 

　６款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の５０万円の計上。 

　７款１項町債１目下水道事業債は２００万円の計上で、地方公営企業法適用化事業で

あります。 

　以上で歳入を終わります。 

　次に、予算書４ページを御覧ください。 

　第２表地方債であります。 

　起債の目的と限度額は、下水道事業地方公営企業適用化事業２００万円で、起債の方

法、利率、償還の方法は、それぞれ記載のとおりであります。 

　以上で議案第２２号の説明を終わりまして、議案第２３号の説明に移ります。 

　議案第２３号令和５年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　歳出予算の流用。 

　第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

　第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

　一時借入金。 

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

　それでは、これより事項別明細書、歳出から説明をいたします。予算書１１ページを

お開きください。 

　３、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は５８１万２,０００円で、前年比５７０万

円増額の予算計上であります。令和５年度が第８期陸別町高齢者保健福祉計画、介護保

険事業計画の最終年であるため、今年度中に第９期の計画の策定作業を行うため、通信

運搬費等計画策定業務の委託料を計上しております。そのほか８節から２２節までは例

年同様の計上であります。 

　２項１目賦課徴収費は２９万８,０００円で、例年同様の計上。 
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　１２ページに移りまして、３項１目介護認定審査会費２４７万２,０００円の計上は、

前年比２０万３,０００円の増で、例年同様の計上。 

　２目認定調査費は、認定調査１５８件を見込みまして、６９万６,０００円の計上であ

ります。 

　２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費は、１３７名

分、１億１,４２４万４,０００円。 

　２目居宅介護サービス計画給付費は、４６件分、８０５万３,０００円。 

　１３ページへ移りまして、３目施設介護サービス給付費は、３６名分、１億１,００６

万円。 

　４目居宅介護福祉用具購入費は、５件分、４５万円。 

　５目居宅介護住宅改修費も５件分、９０万円の計上であります。 

　次に、２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費は、１７名分、１４

９万５,０００円。 

　２目介護予防サービス計画給付費は、１７件分、９６万６,０００円。 

　３目介護予防福祉用具購入費は、５件分、４５万円。 

　４目介護予防住宅改修費は、３件分、５４万円の計上であります。 

　１４ページをお開きください。 

　３項その他の諸費１目審査支払手数料１８万２,０００円の計上は、前年比９,０００

円の増。 

　４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は、３９名分、５１０万４,０００

円。 

　２目高額介護予防サービス費は、科目存置。 

　５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は、６３名分、

２６６万８,０００円。 

　１５ページに移りまして、２目高額医療合算介護予防サービス費は、科目存置であり

ます。 

　６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費は、３３名分、１,１

８１万９,０００円の計上で、２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護

予防サービス費、４目特例特定入所者介護予防サービス費は、いずれも科目存置であり

ます。 

　次に、１６ページをお開きください。 

　３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は５９５万６,０００

円。前年比３５万８,０００円の減で、例年同様の計上であります。 

　なお、１２節の総合事業委託料につきましては、訪問型サービスＡの利用３名で、延

べ３４３回の利用の見込み。１８節の第１号事業給付費は、訪問介護が延べ２９名分、

通所介護が延べ１５９名分の利用を見込んでおります。 
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　２目介護予防ケアマネジメント事業費１９万４,０００円の計上は、前年比６万３,０

００円の減で、１２節の総合事業委託料は２８件分。１８節の第１号介護予防支援事業

費は延べ１２人分。 

　２項１目一般介護予防事業費は７７万円で、前年同様の計上であります。 

　１７ページへ移りまして、３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケア

マネジメント支援事業費８３万９,０００円も例年同様の計上で、１２節の介護予防サー

ビス計画作成は、町居宅介護支援事業所７２件分。 

　２目任意事業費１７１万４,０００円も前年同様の計上で、１１節の成年後見制度利用

支援申立費は１名分。１２節の任意事業は、給食サービス、延べ１,６５０食の利用見込

みなどとなっております。 

　次に、１８ページをお開きください。 

　３目認知症総合支援事業費１０８万５,０００円も例年同様の計上でありますが、１３

節の映画フィルム等借上料は、認知症後援会で上映するＤＶＤの借上料を計上しており

ます。 

　４目生活支援体制整備事業費４７８万９,０００円の計上は、生活支援コーディネー

ター業務の社協への委託。 

　５目在宅医療・介護連携事業費１９万円も例年同様の計上であります。 

　１９ページへ移りまして、４項その他諸費１目審査支払手数料１万２,０００円の計上

は、総合事業に係る審査支払手数料。 

　４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金１,０００円は利息分の計上。 

　５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険料還付金は、前年同額の１

０万円の計上。 

　２目介護給付費負担金等返還金は、科目存置であります。 

　２０ページへ移りまして、２項繰出金１目他会計繰出金４１万１,０００円の計上は、

保険者機能強化推進交付金の一般会計への繰出金。 

　６款１項１目予備費１００万円は、前年同額の計上であります。 

　２１ページに債務負担行為に関する調書がつけてありますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。７ページをお開きくださ

い。 

　７ページの歳入の説明の前に、歳出に係ります財源充当の説明資料としまして、議案

説明書、資料ナンバー５５に介護給付費と地域支援事業の財源充当の資料がつけてあり

ますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　それでは、２、歳入であります。 

　１款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は４,９１０万８,０００円の予算計上

であります。１節現年度分４,９００万８,０００円は、普通徴収保険料６５名分、特別
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徴収保険料７６８名分。２節滞納繰越金１０万円は、前年同額の計上であります。 

　２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の２０％、施設

分１５％分の４,５８７万９,０００円の計上。 

　２項国庫補助金１目調整交付金は、介護給付費の８.２％分の２,１０６万１,０００円

の計上。 

　２目地域支援事業交付金４８８万９,０００円は、介護予防・日常生活支援総合事業の

２５％分、１７０万８,０００円、これ以外の分で３８.５％分、３１８万１,０００円の

計上。 

　３目保険者機能強化推進交付金は４１万１,０００円の計上。 

　４目保険者努力支援交付金は３３万３,０００円の計上であります。 

　８ページをお開きください。 

　３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の１２.５％、施設分

１７.５％分の３,７６１万３,０００円の計上。 

　２項道補助金１目地域支援事業交付金２４４万２,０００円は、介護予防・日常生活支

援総合事業の１２.５％分、８５万４,０００円。これ以外の分で１９.２５％分、１５８

万８,０００円の計上。 

　４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は、介護給付費の２７％分、６,９３６

万６,０００円の計上。 

　２目地域支援事業支援交付金も２７％分、１８４万６,０００円の計上。 

　５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、介護給付費準備基金利子１,０

００円の計上であります。 

　９ページに移りまして、６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は４,９７４

万９,０００円の予算計上であります。１節介護給付費繰入金は、介護給付費の１２.５

％で３,２１１万円。２節事務費繰入金は１,０２７万３,０００円。３節地域支援事業繰

入金は、介護予防・日常生活支援総合事業の１２.５％分と事務費を合わせまして８６万

３,０００円。それ以外の分、１９.２５％分と事務費を合わせて１６０万２,０００円。

４節低所得者保険料軽減繰入金が４９０万１,０００円の計上であります。これには国の

２分の１、道の４分の１の負担がございます。 

　２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は１３万７,０００円の計上。 

　７款１項１目繰越金は前年度繰越金で、科目存置。 

　次に、８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金で、１０ページをお

開きください。２目の第１号被保険者過料、２項雑入１目滞納処分費、２目第三者納付

金、３目の返納金、いずれも科目存置であります。 

　４目雑入４３万５,０００円は、１節雑入の介護扶助審査判定業務費、これはケアプラ

ン作成分ですが、７２件分と、総合事業利用者負担金、訪問介護サービスＡの利用に係

る１０％分の利用者負担分、延べ３４３回分の計上であります。 
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　以上で議案第２３号の説明を終わりまして、次に、議案第２４号の説明に移ります。 

　議案第２４号令和５年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

　歳入歳出予算。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

　一時借入金。 

　第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は２,０００万円と定めるであります。 

　それでは事項別明細書、歳出から説明をいたします。９ページをお開きください。 

　３、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は３２６万９,０００円。前年より５２万

１,０００円の増額で、例年同様の計上であります。 

　なお、１２節の健康診断等は９０人分、各種予防接種は、インフルエンザ予防接種３

９０人分、高齢者肺炎球菌予防接種１５人分、共同電算処理は５３３通分であります。 

　次に、１０ページをお開きください。 

　２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,６９７万７,０００円の計上は、前年

比２４６万１,０００円の増。 

　３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金の１０万円、２目還付加算

金１万円は、いずれも前年同額。 

　４款１項１目予備費３０万円も、前年同額の計上であります。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行います。７ページをお開きくださ

い。 

　２、歳入。 

　１款１項後期高齢者医療保険料は、保険者５３３名分であります。 

　１目特別徴収保険料は１,７６６万９,０００円の予算計上で、保険料総額の５６.９８

％分。 

　２目普通徴収保険料は１,３５２万４,０００円の計上で、現年度分が保険料総額の５

３.０２％分であります。 

　２款広域連合支出金１項１目広域連合交付金１５３万２,０００円の計上は、前年比３

９万２,０００円の増で、特別調整交付金に新たに服薬情報通知事業分４１万８,０００

円の交付を見込んでおります。 

　３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は３７２万５,０００円の計上でありま

す。 

　２目保険基盤安定繰入金１,３１５万円の計上は、道負担分が４分の３、町負担分が４

分の１となっております。 
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　次に、８ページをお開きください。 

　４款１項１目繰越金は、前年度繰越金で、令和５年度から科目を新設しまして、３０

万円の計上。 

　５款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は科目存置。 

　２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金の１０万円と２目還付加算金１万円の計

上は、広域連合からの補塡分で、歳入歳出同額の計上となっております。 

　３項１目雑入６４万５,０００円の計上は、広域連合からの健康診査に係る委託助成金

であります。 

　なお、議案説明書、資料ナンバー５６にこの会計の予算の流れが分かりますフロー図

がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で、議案第１８号から議案第２４号までの説明を終わります。 

　以後、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

──────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　お諮りします。 

　本日の会議は、これで延会にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本日は、これで延会することに決定しました。 

─────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　本日は、これにて延会します。 

延会　午後　１時５２分　　 
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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